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いつの時代も、星形成を担っているのは1e10‐11Msolの銀河
←質量関数の折れ曲り質量でもある
しかし…
・Z~0では銀河系のようなディスク銀河。回転運動で支持されている
・z~2では重力不安定clumpyな銀河⇒その後楕円銀河になった？

この違いは何に起因しているのか？
‐ 分子ガス量？
‐ 分子・原子ガス比率？
‐ 星成分のSpecific angular momentum (js=Js/Ms)?

：宇宙膨張で1/ 1 ൅ でスケールされる？（昔のほうが小さい）ݖ
： jsが形態を決めているようでもある(Obreschkow&Glazebrook14)

でも、遠方で角運動量の測定はむつかしい。
⇒ 近傍でLha>1e42erg/s (8Msol/yr) の”DYNAMO”銀河(95天体ある)で調
べてみよう。

観測
・z=2 SFGっぽい4天体を面分光
‐ Mstar=1e10.4‐11.1 Mzsol
‐ Giant HII clumpがある
‐ 平均星形成率は20Msol/yr : Lha = 1e41.68‐42.36 erg/s
‐ 速度分散大 : 40‐50km/s
‐ 分子ガス比が高い (20‐30%)
・OSIRISでPaα/ GMOSでHβ
‐ NIR Continuumで星質量麺密度を出している
‐ 結果を力学モデルでフィットして角運動量を出す

結果と議論
・今回の結果：普通のディスク銀河に比べて角運動量が1/3しかない
‐ ディスクのToomre Qは
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‐ 普通のディスク銀河では2くらいになって安定する。
‐ 今回の場合、1くらい。原因は、通常銀河に比べて

速度分散で2倍大きくなるのだが、
多いガスのせいで0.8倍、角運動量で1/3倍

‐ これがクランぴーな星形成領域の原因だろう。

・ではhi‐zでこんな銀河が多い原因は？
‐ ΛCDM宇宙では、宇宙膨張のため系（ハロ質量Mh）のspecific angular 
momentumは時間とともに増加する。おおよそ以下の通りにかける（らしい）

数値シミュレーションもこの結果にあう。

‐ 注意しないといけないのは、個々の銀河がこのような角運動量の変化を起
こす、というわけではないということ。

‐ すなわち、z~3で1e10Msolの質量だった銀河は不安定で星形成をして楕円
銀河になってしまったが、z=0ではより安定で、急激な星形成をしない模様。


